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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本の中学生から高校生の野球経験者292名（平均年齢＝23.15, SD=7.
53）を対象に調査研究を行った。調査の結果、送球ミスをしないでおこうとする考えの強さ、思考へのとらわれ
の強さ、監督やコーチ、チームメイトからミスを責められる程度がイップス症状を強めていることが明らかとな
った。本研究結果から、思考へのとらわれを弱めることや、コーチや監督の指導方法の変更によって、イップス
症状の弱めることができる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：Amateur baseball players (N = 292, mean age = 23.25, SD = 7.53) living in 
Japan completed a self-report questionnaire. A hierarchical multiple regression analysis indicated 
that a low values-based throwing score, a high Cognitive Fusion Questionnaire score, and 
over-reprimanding others' mistakes were positively associated with baseball players' yips symptoms. 
These results suggest that changing the context of playing baseball, reducing cognitive fusion, and 
improving coaching methods could reduce the risk of baseball players’ throwing yips. 

研究分野： スポーツ心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
イップスに対して、理論に基づいた具体的な支援方法は存在していない。そのような中で、本研究では、認知行
動療法のAcceptance and Commitment Therapy: ACTの理論に基づき、イップスの改善に必要な要素をデータによ
って明らかにしている。本研究課題によって、イップスに悩む方への具体的な支援方法に繋がる結果が得られて
いるため、学術的にも社会的にも非常に意義が大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
イップスは、スポーツパフォーマンスにおける微細な運動技能の実行に影響を及ぼす心理、神

経筋の障害と定義されている（Clarke et al., 2015）。例えば、野球の送球イップスにおいては、
ボールを思う通りに投げることができない、叩きつけてしまう、暴投してしまうなどが挙げられ
る（青山ら，2021）。イップスの有病率は高く、中学の野球選手の 522 名のうち 42％が送球イ
ップスの傾向であることや（賀川・深江，2013）、大学の野球選手 104 名のうち 47%が送球イッ
プスの経験を報告している（青山ら，2021）。しかしながら、未だにイップスに対する有効な支
援方法は確立されていない（Mine et al., 2018）。 
 本研究では、そのような現状を打破するため、認知行動療法の一種である Acceptance and 
Commitment Therapy の観点から、イップスを抱えている者の特徴について明らかにすること
を目的とした。 
 
２．研究の目的 
野球における送球イップス Acceptance and Commitment Therapy のプロセス変数との関連

を検討する。具体的には、野球の送球イップスの程度と、体験の回避（過度に思考や感情をコン
トロールしようとする程度）、認知的フュージョン（思考へのとらわれ）、価値に基づいて野球を
している程度、ミスに対するコーチ、監督からの叱責の程度の関連を検討した。 
 
 
仮説 
 重回帰分析の結果、体験の回避（β＝.40 程度）、認知的フュージョン（β＝.30 程度）、価値
に基づいて野球をしていない程度、社会的要因（チーム、監督から叱責など）の４つの独立変数
は、イップス症状に対して正の影響を与える。 
 
３．研究の方法 
参加者：中学生から社会人の野球経験者 292 名（男性 278 名、女性 14 名、平均年齢＝23.15、SD 
＝7.53）。中学、高校、大学、社会人の野球チームに対して、Google form によって、アンケート
への回答を求めた。 
 
測定指標： 
従属変数  
①  投・送球障がい兆候尺度（賀川・深江，2013）。得点が高いほど、イップス症状が高いとし   

た。 
②   送球ミスの程度（10回の送球のうち、何回送球ミスがあるか） 
独立変数  
①  Acceptance and Action Questionnaire-II（AAQII；嶋ら，2013）。得点が高いほど、体験の 

回避の傾向が高いことを示す。 
②  Cognitive Fusion Questionnaire（CFQ; 嶋ら，2016）。得点が高いほど、認知的フュージョ  

ン（思考へのとらわれ）の傾向が高いことを示す。 
③  価値に基づいて送球している程度（野球を楽しめている程度、送球が上手くいった場合、失  

敗しなくて良かったと思っている程度、送球に対して楽しさを実感している程度について、 
それぞれ１項目のアンケートを簡易的に作成した） 

④ 社会的要因（ミスに対するコーチ、監督からの叱責の程度、ミスに対するペナルティの程度、
レギュラー争いの程度）に関する項目を簡易的に作成した。 

 
主な解析方法：階層的重回帰 
 
 
４．研究成果 
本調査の結果、送球が失敗しないように投げている程度、認知的フュージョンの程度（思考へ

のとらわれ）、ミスに対するコーチ、監督、チームメイトからの叱責の程度がイップス症状を高
めていることが明らかとなった。本調査の結果から、自らの思考と距離を置く介入がイップス症
状の緩和に有効である可能性が示唆された。また、失敗しないようにスポーツをするのではなく、
スポーツを行う本来の目的を見直すなどの文脈の操作、ミスに対する叱責といった指導の在り
方の改善がイップス症状の減少に重要である可能性が考えられた。本研究の詳細な結果につい
ては、Inoue, Yamada, & Ohtsuki(2023)を参照。 
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